
委 員 会 報 告
● 総務常任委員会
● 文教厚生常任委員会
● 建設経済常任委員会

各常任委員会では、６月定例会で付託になった議案・陳情について審査を行いました。

総
務
常
任
委
員
会（

山
田
義
盛
委
員
長
）

所
管
事
務
調
査

○
広
島
県
廿は

つ
か
い
ち
し

日
市
市

（
調
査
事
項
）

自
治
会
加
入
促
進
と
自
治

会
振
興
に
つ
い
て

　

廿
日
市
市
で
は
、
新
た

な
転
入
者
に
は
、「
自
治

会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
」

「
あ
な
た
の
自
治
会
は
○

○
で
す
」
と
書
か
れ
た
チ

ラ
シ
を
配
り
、
側
面
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
町
内
会
・
自

治
会
活
動
Ｑ
＆
Ａ
」
と
い

う
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
て
、
自
治
会
に
役
立
つ

制
度
・
補
助
金
の
紹
介
や
、

自
治
会
役
員
の
な
り
手
が

い
な
い
場
合
の
助
言
等
で
、

自
治
会
振
興
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

○
岡
山
県
玉
野
市

（
調
査
事
項
）

自
治
会
加
入
促
進
と
自
治

会
振
興
に
つ
い
て

　

玉
野
市
で
は
、
夏
祭
り

や
敬
老
会
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
、
高
齢
者
な
ど
へ
の

福
祉
活
動
、
公
園
・
道
路

な
ど
の
清
掃
活
動
は
、
町

内
会
や
自
治
会
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
。
市
は
こ
れ

ら
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
の
メ
ニ
ュ
ー
が
書
か
れ

た
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し
配

布
し
て
い
る
。

　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
自
治

会
支
援
だ
け
で
は
な
い
と

思
う
。

　

曽
於
市
で
も
市
民
と
市

役
所
を
つ
な
ぐ
役
割
を

持
っ
た
、
便
利
帳
的
な
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
必
要
性
を

感
じ
た
。

　

事
業
内
容
は
。

　

大
隅
町
の
市
道
神
牟

礼
・
沖
上
線
と
、
市
道
須

田
木
線
の
２
路
線
を
、
平

成
28
年
度
か
ら
32
年
度
に

か
け
て
道
路
改
良
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
幅
員
６
ｍ
と
７

ｍ
が
あ
る
の
か
。

　

市
道
須
田
木
線
の
幅

員
６
ｍ
は
、
幅
員
を
狭
く

し
延
長
を
伸
ば
し
て
、
早

く
道
路
改
良
を
終
わ
ら
せ

た
い
。
市
道
神
牟
礼
・
沖

上
線
の
幅
員
７
ｍ
は
、
大

型
農
業
機
械
の
車
両
等
の

通
行
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

　

財
部
支
所
庁
舎
の
耐

震
診
断
・
補
強
計
画
作
成

が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

築
年
数
と
耐
用
年
数
は
。

　

財
部
支
所
が
築
50
年
、

本
庁
舎
が
34
年
で
あ
る
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
耐
用
年
数
は
60
年
で
あ

る
。

　

耐
震
補
強
工
事
を
す

れ
ば
耐
用
年
数
は
伸
び
る

の
か
。

　
　

耐
震
補
強
工
事
後
の

耐
用
年
数
は
伸
び
る
が
、

天
井
や
壁
等
は
別
途
改
良

工
事
が
必
要
で
あ
る
。

　

企
画
課
の
市
営
放
送

及
び
自
治
会
放
送
管
理
費

の
内
容
は
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

放
送
の
難
聴
対
策
に
期
間

を
要
す
る
た
め
に
、
６
月

末
で
終
了
予
定
で
あ
っ
た

財
部
地
域
の
オ
フ
ト
ー
ク

通
信
を
、
12
月
ま
で
延
長

す
る
回
線
使
用
料
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ｍ
放
送
の
難
聴
地

域
の
対
策
と
方
法
は
。

　

中
継
所
ア
ン
テ
ナ
の

改
修
や
移
設
、
電
波
の
出

力
増
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
れ
以
外
は
戸
別
ア
ン
テ

ナ
の
設
置
で
対
応
し
た
い
。

　
　

岩
川
高
校
跡
地
等
利

活
用
検
討
委
員
会
の
内
容

は
。

　

岩
川
小
・
大
隅
中
Ｐ

Ｔ
Ａ
代
表
、
教
職
員
代
表
、

岩
川
校
区
公
民
館
代
表
、

商
工
会
、
弥
五
郎
ど
ん
祭

り
関
係
者
等
委
員
15
名
と
、

識
見
を
有
す
る
者
１
名
で
、

３
回
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

　

識
見
を
有
す
る
者
と

は
ど
ん
な
人
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
専
門

的
知
識
の
あ
る
方
を
考
え

て
い
る
。

　

委
員
会
の
窓
口
は
ど

こ
か
。

　

委
員
会
の
庶
務
は
、

大
隅
地
域
振
興
課
に
お
い

て
処
理
す
る
。

広島県廿日市市にて

☆ 

辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
進

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

☆ 

平
成
28
年
度

　

 

一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
（
所
管
分
）



文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
徳
峰
一
成
委
員
長
）

所
管
事
務
調
査

○
埼
玉
県
東
松
山
市

（
調
査
事
項
）

健
康
長
寿
都
市
・
東
松
山

モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

　

東
松
山
市
は
、「
毎
日

一
万
歩
運
動
」
と
、「
プ
ラ

ス
千
歩
運
動
」
を
市
民
に

呼
び
か
け
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
主
体
の
健
康
増
進
と
医

療
費
の
抑
制
に
取
り
組
ん

で
き
た
自
治
体
で
あ
る
。

　

毎
年
世
界
各
国
か
ら
数

万
人
が
参
加
し
35
年
以
上

継
続
し
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
、ハ
ー

ド
面
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
毎
年
整
備
す
る

な
ど
、
多
面
的
な
取
り
組

み
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
や
れ

る
点
は
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。

○
長
野
県
佐
久
市
・
佐
久

総
合
病
院

（
調
査
事
項
）

在
宅
医
療
、介
護
の
連
携

に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
佐
久

総
合
病
院
は
、
農
村
医
療

の
先
が
け
と
し
て
大
き
な

実
績
を
上
げ
て
い
る
。
昭

和
19
年
開
院
。
故
若
月
俊

一
医
師
が
先
頭
に
立
ち
医

療
チ
ー
ム
を
組
み
、
病
院

で
の
医
療
業
務
だ
け
で
な

く
、
周
辺
の
自
治
体
の
農

村
部
に
継
続
し
て
入
る
医

療
の
取
り
組
み
は
、
住
民

の
健
康
増
進
、
医
療
費
の

抑
制
に
大
き
な
効
果
を
発

揮
し
て
き
た
。

　

長
野
県
は
、
平
均
寿
命

が
男
女
と
も
日
本
一
、
ガ

ン
を
含
め
た
全
死
因
年
齢

調
整
死
亡
率
男
女
と
も
日

本
一
低
い
。
さ
ら
に
、
老

人
医
療
費
が
47
都
道
府
県

中
44
位
と
低
い
。

　

そ
こ
に
は
、
70
年
に
わ

た
る
当
病
院
の
継
続
し
て

き
た
大
き
な
努
力
と
取
り

組
み
を
感
じ
た
。

　

本
市
で
も
参
考
に
で
き

る
点
が
多
々
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。

　

今
回
シ
ャ
ワ
ー
室
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
そ
の
面
積
、
使
用
料

及
び
使
用
時
間
に
つ
い
て

　

シ
ャ
ワ
ー
室
と
更
衣

室
の
面
積
は
、
そ
れ
ぞ
れ

約
１
平
方
メ
ー
ト
ル
。
使

用
料
は
１
回
１
０
０
円
コ

イ
ン
タ
イ
マ
ー
式
で
使
用

時
間
は
５
分
間
で
あ
る
。

　

シ
ャ
ワ
ー
室
は
女
性

の
利
用
者
の
こ
と
な
ど
考

え
る
と
、
棚
や
鏡
な
ど
設

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

設
置
の
方
向
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　

保
育
所
等
整
備
補
助
事

業
に
７
６
９
万
５
千
円
が

計
上
さ
れ
、
こ
れ
は
国
２

分
の
１
、
市
４
分
の
１
の

補
助
事
業
で
今
回
、
正
心

保
育
園
（
大
隅
町
）
の
老

朽
化
に
よ
る
雨
漏
り
等
の

修
繕
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

市
内
の
多
く
の
保

育
施
設
は
雨
漏
り
や
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
同
様

の
悩
み
や
問
題
を
抱
え
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

保
育
所
等
整
備
事
業
を

積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で

あ
る
。

　

教
育
委
員
会
で
２
人

の
職
員
が
産
休
に
入
る
予

定
だ
が
、
職
員
の
休
業
補

償
に
つ
い
て
。

　

産
前
休
暇
８
週
間
と

産
後
休
暇
８
週
間
の
期
間

は
、特
別
休
暇
と
し
て
給

与
が
支
給
。そ
の
後
の
育

児
休
業
は
当
該
子
が
３
歳

に
達
す
る
ま
で
取
得
す
る

の
が
可
能
。子
が
１
歳
に

な
る
ま
で
は
、市
町
村
共

済
組
合
よ
り
育
児
休
業
手

当
金
の
支
給
が
あ
る
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

管
理
費
の
増
額
に
つ
い
て

　

児
童
数
の
増
加
で
２

学
級
か
ら
３
学
級
と
な
っ

た
た
め
、
学
校
給
食
配
送

用
コ
ン
テ
ナ
１
台
分
の
購

入
費
用
で
あ
る
。

　

文
化
財
整
備
事
業
費

の
増
額
に
つ
い
て

　

曽
於
高
校
の
敷
地
内

に
昭
和
13
年
に
建
立
さ
れ

た
有
馬
厚
軒
先
生
頌
徳
碑

の
基
礎
部
修
繕
費
用
で
あ

る
。

　

石
碑
の
中
位
（
集
石
）

部
分
が
崩
懐
の
恐
れ
が
あ

り
大
変
危
険
な
た
め
、
石

碑
上
部
か
ら
２
段
目
を

残
し
そ
の
下
部
を
撤
去
し

再
建
立
を
す
る
計
画
で
あ

る
。

＊
有
馬
厚
軒
氏
は
、
幕
末

の
末
吉
に
生
ま
れ
、
末
吉

で
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
た
方
で
あ
る
。

　

石
碑
前
に
頌
徳
碑

に
関
す
る
解
説
板
を
、
設

置
し
た
ら
い
い
の
で
は
。

陳　

情　

書

☆ 

教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
、
複

式
学
級
解
消
を
は
か
る

た
め
の
２
０
１
７
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
の
要
請
す
る
陳

情
書
（
第
４
号
）

　

本
陳
情
の
要
旨
は
、
義

務
教
育
費
の
国
庫
負
担
が

長
年
に
わ
た
り
カ
ッ
ト
さ

れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を

も
と
に
も
ど
し
教
職
員
を

充
実
し
て
複
式
学
級
を
は

じ
め
と
す
る
教
育
内
容
の

改
善
を
求
め
る
内
容
。

　

本
陳
情
は
全
会
一
致
で

採
択
。
国
へ
の
意
見
書
提

出
も
全
会
一
致
で
採
択
。

佐久総合病院にて

☆ 

平
成
28
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
所
管
分
）

☆ 

そ
お
生
き
い
き
健
康
セ

ン
タ
ー
の
設
備
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て



建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
伊
地
知
厚
仁
委
員
長
）

齢
化
で
農
家
戸
数
が
減
少

し
て
い
る
の
で
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
の
取
組
に
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。

○
鹿
児
島
県
天
城
町

　
（
調
査
事
項
）

徳
之
島
ダ
ム
に
お
け
る
畑

か
ん
の
状
況

　

干
ば
つ
被
害
を
防
止
す

る
水
を
利
用
、
マ
ン
ゴ
ー

農
家
で
は
作
業
が
楽
し
く

な
り
10
ア
ー
ル
４
０
０
万

円
の
収
益
が
あ
る
。
水
の

恵
み
に
感
謝
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

本
市
も
水
利
用
に
お
い

て
今
後
新
た
な
作
物
の
選

定
な
ど
農
家
の
収
益
が
向

上
す
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
望
ま
れ
る
。

　

火
災
に
よ
り
１
戸
の

住
宅
を
用
途
廃
止
す
る
が

火
災
保
険
で
建
て
替
え
は

で
き
な
い
の
か
。

　

限
度
額
の
範
囲
内
で

費
用
が
給
付
さ
れ
る
が
、

火
災
の
あ
っ
た
場
所
に
な

る
た
め
入
居
が
な
け
れ
ば

無
駄
に
な
る
の
で
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

　

大
鳥
峡
の
バ
ン
ガ

ロ
ー
を
無
償
譲
渡
す
る
に

至
っ
た
経
緯
は
。

　

バ
ン
ガ
ロ
ー
は
平
成

18
年
度
に
用
途
廃
止
さ
れ

平
成
26
年
度
に
大
鳥
峡
施

設
整
備
検
討
委
員
会
で
撤

去
が
決
定
さ
れ
、
時
価
評

価
額
と
撤
去
費
を
比
較
し

た
結
果
、
無
償
譲
渡
の
ほ

う
が
工
事
費
を
軽
減
で
き

る
と
し
て
決
定
し
た
。

　

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
の
概
要
に
つ
い
て

　

事
業
主
体
は
、
メ
ル

ヘ
ン
農
園
㈲
で
、
荒
茶
加

工
施
設
の
製
茶
工
場
を
建

設
し
、
ド
リ
ン
ク
用
の
お

茶
を
生
産
す
る
。
今
後
は
、

他
の
農
家
分
も
買
い
受
け

出
来
る
よ
う
要
望
し
て
い

る
。
Ｊ
Ａ
の
荒
茶
加
工
施

設
と
も
協
議
し
て
行
き
た

い
。

　

思
い
や
り
ふ
る
さ
と

寄
附
金
広
報
旅
費
内
容
に

つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
運

営
す
る
会
社
が
開
催
す
る

数
万
人
規
模
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
全
国
の
自
治
体
が

集
ま
り
、
返
礼
品
の
紹
介

が
行
わ
れ
る
。
本
市
も
特

産
品
宣
伝
と
売
り
込
み
に

参
加
し
て
い
る
。

　

新
地
公
園
の
追
加
取

得
す
る
駐
車
場
用
地
の
概

要
に
つ
い
て
。

　

追
加
取
得
す
る
用
地

で
は
、
駐
車
台
数
47
台
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
全

体
で
は
１
１
２
台
、
生
き

い
き
健
康
セ
ン
タ
ー
側
も

含
め
る
と
３
７
８
台
と
な

る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
の
段
差
に
つ
い
て

は
、
車
の
乗
り
入
れ
も
考

慮
し
な
が
ら
現
在
よ
り
低

く
す
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。

所
管
事
務
調
査

○
曽
於
市
地
区
春
季
畜
産

品
評
会
（
平
成
28
年
４
月

13
日
〜
15
日
）
が
曽
於
地

区
畜
産
共
進
会
出
品
の
選

考
を
か
ね
て
行
わ
れ
、
出

品
頭
数
は
大
隅
39
頭
、
末

吉
39
頭
、
財
部
32
頭
で
そ

れ
ぞ
れ
曽
於
地
区
春
季
畜

産
共
進
会
へ
の
出
品
牛
が

選
考
さ
れ
た
。

○
曽
於
地
区
春
季
畜
産
共

進
会
（
平
成
28
年
５
月
18

日
）
に
お
い
て
は
１
部
か

ら
４
部
ま
で
96
頭
の
出
品

が
あ
り
末
吉
出
品
牛
が
２

部
、
３
部
、
４
部
で
最
優

秀
賞
一
席
に
選
ば
れ
た
。

○
鹿
児
島
県
徳
之
島
町

　
（
調
査
事
項
）

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ

ま
で
の
成
果

　

Ｔ
Ｍ
Ｒ
（
混
合
飼
料
）

の
建
設
で
、
農
家
の
労
力

負
担
軽
減
で
経
営
の
安
定

を
図
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
高

☆ 

曽
於
市
有
住
宅
条
例
の

一
部
改
正

徳之島の畑かん調査

新地公園用地

☆ 

財
産
処
分
に
つ
い
て

（
バ
ン
ガ
ロ
ー
）

☆
平
成
28
年
度

　
 

一
般
会
計
予
算
補
正

（
所
管
分
）




